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要 旨   

 

背景：高齢化は、慢性変性疾患、特に神経認知障害の発生率および有病率の純増と関

連している。したがって、こうした慢性疾患の負担を抑制する予防戦略の特定は極めて

重要である。赤ワインとその成分は、神経認知症状に関連する神経学的病態に対する有

益な効果について、蓄積されたエビデンスを有している。 

 

方法：この背景に基づき、本総説は、前臨床および臨床設定における赤ワインとその

成分が神経認知障害に及ぼす影響に関する最新のエビデンスを要約することを目的とす

る。 

 

結果：主な知見は、認知機能低下の様々な前臨床モデルにおいて、赤ワインに含まれ

るワインポリフェノールが認知症に対して保護効果を示すことを強調している。現在の

トランスレーショナル臨床エビデンスは、特にアルコール摂取が脳の健康に及ぼすリス

クとベネフィットの比率を考慮すると、依然として不確実である。 

 

結論：赤ワイン摂取に伴う総合的な健康リスクを考慮し、文献における現行ガイドラ

インと整合的に、軽度から中程度の赤ワイン摂取がこれらの疾患予防に有効な戦略であ

るとする証拠は不十分である。しかしながら、赤ワイン由来ポリフェノールに関する主

に前臨床段階の知見は、この文脈において依然として重要な関心事である。 
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